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仕 様 書 

１ 概要 

(1) 件名 日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 
(2) 需要場所 別添１のとおり。 
(3) 業種及び用途 官公署（事務所） 

２ 仕様 
(1) 供給電気方式等（各需要場所の詳細は、別添１のとおり。）

(2) 契約電力、予定使用電力量
① 契約電力：実量制とし、その１月の最大需要電力と前１１月の最大需要電力のうち、

いずれか大きい値とする。 
(目安として別添１に令和８年４月の予定契約電力を記載する。) 

② 予定使用電力量：別添１のとおり。

(3) 供給期間
自 令和 ８年 ４月 １日   ０：００
至 令和 ９年 ３月３１日  ２４：００

(4) 需給地点
需要場所における受電設備の終端接続部接続端子と給電者の設置した終端接続部接続

端子との接続点。 

(5) 電気工作物の財産分界点
需給地点に同じ。

(6) 保安上の責任分界点
需給地点に同じ。

(7) 主体的業務等の再委託の禁止
当該業務の実施にあたり、主体的部分（業務の全体管理、電力の供給、及び費用の請求）

を第三者へ委託（以下「再委託」という。）することは認めないものとする。 

(8) 対価の支払方法
① 月毎に各需要場所の契約電力、力率、使用期間、使用電力量、燃料費調整（単価含
む）、請求金額等明細内訳を記載した報告書（任意様式）を作成し、その内容につい
て、日本年金機構職員の中から指定する検査職員の検査を受けなければならない。
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② 上記①の検査に合格後、対価の支払いを、日本年金機構の出納責任者に月単位に請
求することができる。

(9) その他
① 各月の電気料金の算定において、基本料金の力率割引又は割増、電力量料金の燃料
費調整及び再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法に基づく賦課
金については、北海道電力管内の一般送配電事業者が特定規模需要に対して定める
標準供給条件（基本契約要綱）によるものとする。

② 契約年度における電力供給が終了後、3 か月以内に供給元電源情報及び供給電力量
に占める再生可能エネルギー電気の比率について確認できる資料として、別添４を
「3（3）担当部署」へ送付すること。また、再生可能エネルギー電気の供給に用いた
証書の写しを別添４提出後、協議により定めた期間内に提出すること。なお、提出さ
れた証書の写しに記載されている情報が仕様を満たしていない場合、仕様を満たす
証書を追加で購入し、その証書の写しを「3（3）担当部署」へ提出する等により補修
すること。

③ 仕様書で一義に定まらない事案があることを把握した時、または仕様書等には定
めがないが判断を要する事案がある時には、別途「3（３）担当部署」の指示に従う
ものとする。

３ 入札参加に関する注意事項 

(1) 事前提出書類
「適合証明書（別添２-1）」及び「供給実績証明書（別添２-2）」を令和 7年 12月

2 日（火）正午までに「（3）担当部署」に提示すること。 
提示された書類に関し、環境配慮基準に適合し、本案件の履行能力を有すると認め

られた者のみ応札が可能であり、審査結果は、令和７年１２月９日（火）１８時まで
に「（3）担当部署」より電話で連絡を行う。 

(2) 仕様書に関する質疑
仕様書等に関して疑義があり説明を求めようとする場合は、別添３の質問書を作成

のうえ、「（3）担当部署」に電話連絡後、令和７年１１月１１日（火）正午までにＦＡ
Ｘにより提出を行うこと。質問事項に対する回答は、令和７年１１月２０日（木）１８
時頃に日本年金機構 HPに掲載する。 

(3) 担当部署
〒168-8505 東京都杉並区高井戸西 3-5-24
日本年金機構本部 会計・資産管理部 管財グループ 高圧電力担当
ＴＥＬ 03-6892-0727   ＦＡＸ 03-6892-7993 



案件名「日本年金機構で使用する高圧電力」の概要（全体） 別添１（全体）

エリア 拠点数
契約
電力

（KW）
供給電気方式

供給電圧（Ｖ）
（標準電圧）

計量電圧（Ｖ）
（標準電圧）

標準
周波数
（Ｈｚ）

受電方式
蓄熱式負荷
設備の有無

令和8年
4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和9年
１月

２月 ３月 合計

日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 16 1,045 交流３相３線式 6,000 6,000 50 131,632 105,748 112,197 148,324 142,147 117,943 109,048 147,277 209,834 215,728 186,952 180,524 1,807,354

２．仕様　（１）供給電気方式等 令和8年4月～令和9年3月の使用電力量見込（単位：kWh）１．概要

※別添１を参照



「日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内）」概要 別添１（北海道）

項番 エリア 需要場所 需要場所住所 受電方式
契約
電力

（KW）

蓄熱式負荷
設備の有無

検針
方法

計量器構
成(線)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 エリア合計

1 北海道 札幌東年金事務所 北海道札幌市白石区菊水１条３丁目１－１ 1回線受電 86 無 自動検針 本線 11,122 9,409 11,048 15,052 13,247 12,015 10,553 9,889 11,192 10,901 10,284 11,352 136,064

2 北海道 札幌西年金事務所 北海道札幌市中央区北３条西１１丁目２－１ 1回線受電 118 無 自動検針 本線 11,329 7,460 7,958 10,683 10,594 8,545 8,526 14,411 23,312 24,415 20,870 19,292 167,395

3 北海道 札幌北年金事務所 北海道札幌市北区北２４条西６丁目２－１２ 1回線受電 52 無 自動検針 本線 7,462 6,654 7,932 10,211 10,342 8,658 7,786 7,240 8,567 9,089 9,017 9,454 102,412

4 北海道 新さっぽろ年金事務所 北海道札幌市厚別区厚別中央２条６－４－３０ 1回線受電 98 無 自動検針 本線 12,289 10,175 9,699 11,719 12,047 9,848 10,482 15,845 24,013 23,769 19,866 19,309 179,061

5 北海道 函館年金事務所 北海道函館市千代台町２６－３ 1回線受電 71 無 自動検針 本線 8,876 7,300 8,089 10,646 11,583 9,865 8,658 10,954 15,518 15,551 12,965 12,063 132,068

6 北海道 旭川年金事務所 北海道旭川市宮下通２丁目１９５４－２ 1回線受電 140 無 自動検針 本線 13,749 7,195 7,266 9,865 10,189 7,246 8,483 18,775 31,702 31,903 26,664 23,947 196,984

7 北海道 釧路年金事務所 北海道釧路市栄町９丁目９－２ 1回線受電 48 無 自動検針 本線 8,016 7,279 6,961 7,628 7,704 7,395 7,432 8,212 9,851 10,922 9,183 9,397 99,980

8 北海道 室蘭年金事務所 北海道室蘭市海岸町１－２０－９ 1回線受電 24 無 自動検針 本線 4,411 4,128 4,218 5,606 6,010 5,472 4,573 4,408 4,895 5,163 4,937 4,706 58,527

9 北海道 苫小牧年金事務所 北海道苫小牧市若草町２－１－１４ 1回線受電 69 有 自動検針 本線 7,818 6,000 6,232 7,862 7,738 6,901 6,413 8,734 12,276 13,470 10,628 10,616 104,688

10 北海道 岩見沢年金事務所 北海道岩見沢市９条西３丁目 1回線受電 55 無 自動検針 本線 10,833 10,415 11,390 14,834 8,587 6,208 4,474 4,893 6,357 6,808 6,104 6,767 97,670

11 北海道 小樽年金事務所 北海道小樽市富岡１－９－６ 1回線受電 71 無 自動検針 本線 4,810 4,038 4,635 5,839 5,867 5,057 5,315 7,734 11,986 13,066 11,705 10,116 90,168

12 北海道 北見年金事務所 北海道北見市高砂町２－２１ 1回線受電 54 無 自動検針 本線 7,890 6,029 7,386 13,371 13,249 10,037 6,484 8,775 10,879 10,870 9,785 10,031 114,786

13 北海道 帯広年金事務所 北海道帯広市西１条南１丁目 1回線受電 45 無 自動検針 本線 7,148 6,958 7,719 10,803 11,045 9,018 7,910 8,039 9,468 10,414 9,250 8,994 106,766

14 北海道 稚内年金事務所 北海道稚内市末広４－１－２８ 1回線受電 30 無 自動検針 本線 4,847 4,602 4,299 3,812 3,447 3,333 3,857 4,966 8,247 8,125 7,289 6,298 63,122

15 北海道 砂川年金事務所 北海道砂川市西４条北５丁目１－１ 1回線受電 69 有 自動検針 本線 7,907 5,325 4,966 7,848 8,089 6,137 5,566 11,297 17,502 16,942 14,581 14,064 120,224

16 北海道 留萌年金事務所 北海道留萌市大町３丁目 1回線受電 15 無 自動検針 本線 3,125 2,781 2,399 2,545 2,409 2,208 2,536 3,105 4,069 4,320 3,824 4,118 37,439

概要

1,807,354

【参考】令和8年4月～令和9年3月の使用電力量見込（単位：kWh）
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別添２－１ 

適 合 証 明 書
案件名：日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 

令和  年  月  日 
住 所   
会 社 名    
代表者名    ㊞ 

下記のとおり相違ないことを証明します。 
１．電源構成、非化石証書の使用状況及び二酸化炭素排出係数の情報の開示方法 

開示方法 番号 

①ホームページ ②パンフレット ③チラシ ④その他（    ） 

２．令和 5 年度の状況 

項目 自社の基準値 点数 

① 
令和 5 年度 1kWh あたりの二酸化炭素排出係数 
（単位：㎏-CO2/kWh） 

② 令和 5 年度の未利用エネルギー活用状況 

③ 令和 5 年度の再生可能エネルギー導入状況 

項目 取組の有無 点数 

④ 
省エネに係る情報提供、簡易的 DR の取組 
地域における再エネの創出・利用の取組 

有・無 

① ～ ④の合計点数

注１）１の開示は、経済産業省「電力の小売営業に関する指針」（最新版を参照）に示された電源構成
等や非化石証書の使用状況の算定や開示に関する望ましい方法に準じて実施していること。な
お、新たに電力の供給に参入した小売電気事業者（事業開始から１年以内）であって、電源構
成の情報を開示していない者は、事業開始日及び開示予定時期（参入日から１年以内に限る）
を「番号」欄に記載すること。 

注２）２の「自社の基準値」及び「点数」には、別添２－１（配点資料）により算出した値を記載す
ること。 

注３）１の開示方法（又は事業開始日及び開示予定時期）を明示し、かつ、２の合計点数が５０点以
上となった者を本案件の環境配慮基準に適合した者とする。 

注４）１及び２の条件を満たすことを示す書類を添付すること。 
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別添２－１（配点資料） 

日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 

二酸化炭素排出係数、環境への負荷の低減にかかる取組の状況に関する条件 

１．条件 
  電源構成、非化石証書の使用状況及び二酸化炭素排出係数の情報を開示（※）しており、か
つ、①令和 5年度 1kWh当たりの二酸化炭素排出係数、②令和 5 年度の未利用エネルギー活用
状況、③令和 5 年度の再生可能エネルギーの導入状況、④省エネに係る情報提供、簡易的 DR
の取組、地域における再エネの創出・利用の取組の４項目に係る数値を以下の表に当てはめた場
合の合計点が５０点以上であること。 

要素 区分 配点 
① 令和 5年度１kWh当たりの二酸化炭素排出係数
（単位：kg-CO2/kWh）

0.000 以上 0.400 未満 70 
0.400 以上 0.425 未満 65 
0.425 以上 0.450 未満 60 
0.450 以上 0.475 未満 55 
0.475 以上 0.500 未満 50 
0.500 以上 0.520 未満 45 
0.520 以上 0 

② 令和 5 年度の未利用エネルギー活用状況 0.675％以上 10 
0％超  0.675％未満 5 

活用していない 0 
③ 令和 5 年度の再生可能エネルギー導入状況 15.00％以上 20 

8.00％以上 15.00％未満 15 
3.00％以上  8.00％未満 10 

    0％超 3.00％未満 5 
活用していない 0 

④ 省エネに係る情報提供、簡易 DRの取組
地域における再エネの創出・利用の取組

取り組んでいる 5 
取り組んでいない 0 

（注）各用語の定義は、表「各用語の定義」を参照 
※ 経済産業省「電力の小売営業に関する指針」（最新版を参照）に示された電源構成等や非化石
証書の使用状況の算定や開示に関する望ましい方法に準じて実施していること。ただし、新た
に電力の供給に参入した小売電気事業者であって、電源構成を開示していない者は、事業開始
日から1年間に限って開示予定時期（事業開始日から1年以内に限る。）を明示することにより、
適切に開示したものとみなす。

２．添付書類等 
   入札に当たっては、競争参加資格確認関係書類として、１の条件を満たすことを示す書類
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及びその根拠を示す書類を添付すること。 

３．契約期間内における努力等 
（１）契約事業者は、契約期間の 1年間についても、１の表による合計が５０点以上となるよ

うに電力を供給するよう努めるものとする。
（２）１の基準を満たして電力供給を行っているかの確認のため、必要に応じ関係書類の提出

及び説明を求めることがある。また、契約事業者は、契約期間満了後可能な限り速やかに、
１の基準を満たして電力供給を行ったか否か、報告するものとする。

（表）「各用語の定義」 
用語 定義 
①令和 5年度 1kWh
当たりの二酸化炭
素排出係数

「令和 5年度１kWh当たりの二酸化炭素係数」は、次の数値とする。 
令和 5 年度の事業者全体の調整後排出係数（地球温暖化対策の推進に

関する法律（以下、「温対法」という。）に基づき環境大臣及び経済産業
大臣が公表したもの） 

１．新たに電力の供給に参入した小売電気事業者であって、温対法に基 
づき環境大臣及び経済産業大臣から排出係数が公表されていない 
事業者は、当該事業者が自ら検証・公表した調整後排出係数を用い 
ることができる。 

２．温対法に基づき令和 5 年度のメニュー別排出係数が公表されてから 
事業者全体の排出係数が公表されるまでの間は、小売電気事業者が 
温対法に基づき算定した令和 5 年度の事業者全体の調整後排出係 
数を用いることができる。 

②令和 5年度の未利
用エネルギー活用
状況

未利用エネルギーの有効活用の観点から、令和 5年度における未利用
エネルギーの活用比率を使用する。算出方法は、以下のとおり。

令和 5 年度の未利用エネルギーによる発電電力量（送電端）（kWh）
を令和 5年度の供給電力量（需要端）（kWh）で除した数値 

（算定方式）  
                  ＝ 

１．未利用エネルギーによる発電を行う際に、他の化石燃料等の未利用 
エネルギーに該当しないものと混燃する場合は、以下の方法により
未利用エネルギーによる発電量を算出する。
①未利用エネルギー及び未利用エネルギーに該当しない化石燃料
等の双方の実測による燃焼時の熱量が判明する場合は、発電電力

令和 5年度の供給電力量（需要端） 
令和 5年度の未利用エネルギーの活用状況（％） 

令和 5年度の未利用エネルギーによる発電電力量（送電端） 
×１００ 
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量を熱量により按分する。 
②未利用エネルギーの実測による燃焼時の熱量が判明しない場合
は、未利用エネルギーに該当しない化石燃料等の燃焼時の熱量と
当該発電機の効率から未利用エネルギーに該当しない化石燃料
等の燃焼に伴う発電量を算出し、当該数値を全体の発電量から除
いた分を未利用エネルギーによる発電分とする。

２．未利用エネルギーとは、発電に利用した次に掲げるエネルギー（他 
社電力購入に係る活用分を含む。ただし、インバランス供給を受け 
た電力に含まれる未利用エネルギー活用分については含まない。） 
をいう。 
①工場等の廃熱又は排圧
②廃棄物の燃焼に伴い発生する熱（「電気事業者による再生可能エ
ネルギー電気の調達に関する特別措置法（平成２３年法律第１０
８号）（以下「再エネ特措法」という。）第二条第３項において
定める再生可能エネルギー源に該当するものを除く。）

③高炉ガス又は副生ガス

３．令和5年度の未利用エネルギーによる発電電力量には他小売電気事 
業者への販売分は含まない。 

４．令和5年度の供給電力量には他小売電気事業者への販売分は含まな 
い。 

③令和 5年度の再生
エネルギーの導入
状況

 化石燃料に代わる再生可能エネルギーの導入拡大の観点から、令和5
年度の供給電力量に占める令和5年度の再生可能エネルギー電気の利用
料の割合を使用する。算出方法は、以下のとおり。 

 令和5年度の再生可能エネルギー電気の利用量（送電端）（kWh）を
令和5年度の供給電力量（需要端）（kWh）で除した数値。 

（算定方式） 
令和5年度の再生可能エネルギー電気の利用量（送電端） 

令和5年度の再生可能エネルギーの導入状況（％）＝ ×100 
 令和5年度の供給電力量（需要端） 

１．令和5年度の再生可能エネルギー電気の利用量（送電端）（kWh） 
は、次の①から⑤の合計値とする。ただし、①から⑤は令和5年度 
の小売電気事業者の調整後排出係数の算定に用いたものに限る。 
①自社施設で発生した再生可能エネルギー電気又は相対契約によ
って他者から購入した再生可能エネルギー電気とセットで供給
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されることで再生可能エネルギー電源が特定できる非FIT非化石 
証書の量（送電端（kWh）） 

②グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度により所内消費分
の電力に由来するものとして認証されたグリーンエネルギー
CO2削減相当量に相当するグリーンエネルギー証書（電力）の量
（kWh）

③Ｊ－クレジット制度により認証された再生可能エネルギー電気
由来クレジットの電力相当量（kWh）

④非化石価値取引市場から調達した固定価格買取制度による再生
可能エネルギー電気に係る非化石証書の量（kWh）

⑤非化石価値取引市場から調達した再生可能エネルギー電気であ
ることが判別できるトラッキング付非FIT非化石証書の量（kWh） 

２．再生可能エネルギーの導入状況における評価対象の再生可能エネル 
ギー電気は再エネ特措法施行規則において規定されている交付金 
の対象となる再生可能エネルギー源を用いる発電設備（太陽光、風 
力、水力（30,000kW未満。ただし、揚水発電は含まない。）、地 
熱及びバイオマス）による電気を対象とする。 

④省エネに係る情報
提供、簡易的 DR
の取組
地域における再エ
ネの創出・利用の
取組

 需要家の省エネルギーの促進、電力逼迫時における使用量抑制等に資
する観点及び地域における再生可能エネルギー電気の導入拡大に資す
る観点から評価する。 
具体的な評価内容として、 
・需要家の設定した使用電力を超過した場合に通知する仕組みを有し
ていること

・需給逼迫時等において供給側からの要請に応じ、電力使用抑制に協
力した需要家に対し経済的な優遇措置を実施すること

・地産地消の再生可能エネルギーに関する再エネ電力メニューを設定
していること

・発電所の指定が可能な再エネ電力メニューを設定していること

なお、本項目は個別の需要者に対する省エネルギー・地域における再
生可能エネルギーに関する効果的な情報提供の働きかけを評価するも
のであり、不特定多数を対象としたホームページ等における情報提供
や、毎月の検針結果等、通常の使用電力量の通知等は評価対象とはなら
ない。 
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別添２－２ 

供 給 実 績 証 明 書
案件名：日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 

令和  年  月  日 

住 所   
会 社 名   
代表者名    ㊞ 

当社が取り扱う電力供給（販売）量について、下記のとおり相違ないことを証明します。 

令和 6 年４月１日から令和 7年３月３１日までの 
電力供給（販売）量の合計 

   kWh 

注１）上記を示す書類を添付すること。 
注２）上記数量は、日本国内で供給（販売）したものとし、地域は問わない。 
注３）上記数量が、仕様書別添１の予定使用電力量以上である者を、本案件の履行能力を有する

者とする。なお、複数の案件に参加する場合は、上記数量が参加する案件の予定使用電力
量の合計以上であること。 

注３）提出期限：令和７年１２月２日（火）正午（必着） 
注４）提 出 先：〒１６８－８５０５ 

東京都杉並区高井戸西３－５－２４ 
日本年金機構本部 会計・資産管理部 管財グループ 高圧電力担当 
TEL：０３－６８９２－０７２７  FAX：０３－６８９２－７９９３ 
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日本年金機構　理事長代理人 所在地
会計・資産管理部長　　　　様 提出者 事業所名

代表者名 ㊞
FAX番号
TEL番号

【質問書提出期限】令和７年１１月１１日（火）正午まで
【質問書提出方法】ＦＡＸ（　03-6892-7993　）
【質問書の提出先】日本年金機構 本部 会計・資産管理部 管財グループ 　高圧電力担当

の質問（回答）書
令和　　　年　　　　月　　　　日　　

番号 質 問 回 答

日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内）
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日本年金機構　理事長代理人 所在地

会計・資産管理部長　加藤　卓　様 提出者 事業所名

代表者名 ㊞

FAX番号

TEL番号

下記契約において、以下の通り電力を供給したことをここに証する。

また、供給元電源情報に記載の割当電力量に係る環境価値について、日本年金機構に移転したことと、いかなる第三者へも移転されていないことをここに証する。

１　対象拠点（お客様番号、需要施設名、需要施設住所、契約電力）

　別添４別表のとおり

２　供給期間

　令和８年４月１日～令和９年３月３１日

３　再生可能エネルギー由来電力量の情報（環境価値の属性情報は別添４別紙のとおり）

区分
令和８年

4月
令和８年

5月
令和８年

6月
令和８年

7月
令和８年

8月
令和８年

9月
令和８年

10月
令和８年

11月
令和８年

12月
令和９年

1月
令和９年

2月
令和９年

3月

再エネ由来電力量
（kWh）【A】

供給電力量
（kWh）【B】

再エネ比率
（％）【C】

【照会先】

日本年金機構 

会計・資産管理部　管財グループ　高圧電力担当

TEL：03-6892-0727

FAX：03-6892-7993

特定電源割当証明書

案件名：日本年金機構で使用する高圧電力（北海道電力管内） 令和 年 月 日　　



別添４別紙

環境価値の属性情報

項番 環境価値の付与に
使用した証書の種類 供給元発電所名 住所 発電設備 発電期間 認証番号 環境価値移転量

（ｋWh)

例 FIT非化石証書（再エネ指定） ●●発電所 ●●県●●市●● 太陽光 令和●年●月●日～令和●年●月●日 ●● ●●

例 非FIT非化石証書（再エネ指定） ●●発電所 ●●府●●市●● 風力 令和●年●月●日～令和●年●月●日 ●● ●●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合計（kWh）



別添４別表

項番 お客様番号 需要施設名 需要施設場所 契約電力

例 ９８７６－５４３２ ○○年金事務所 ○○県××市△町1－2－3 40kW

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
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